
たらぎ農業・最適化推進運動 

 

農委会名：多良木町農業委員会 

 

１ 地域の概要 

 本町は、畑地や樹園地が広がる北部地域と水稲や工芸作物、施設園芸などの作付けが

盛んな中央部及び南部地域があり、農業が基幹産業となっている。 

しかし、農業従事者の高齢化等に伴い、地域農業の担い手・後継者不足が深刻化し、

遊休農地の発生が懸念される。 

 

２ 農業委員会の体制 

(1) 農業委員数：１０人（うち、認定６人、女性１人） 

(2) 推進委員数：１０人（うち、認定４人、女性０人） 

(3) 事務局体制： ３人（専任） 

 

３ 掲げた目標 

(1) 担い手への農地の集積面積  １，０２５．０ｈａ 

(2) 遊休農地の解消面積         １．４ｈａ 

 

４ 目標達成に向けた取組み（運動）の内容 

(1) 担い手への農地の集積・集約化 

農業者従事者の高齢化や後継者不足等で、自力での耕作や維持管理が難しくなって

きている農地について、平成３０年３月に設立した「農事組合法人たらぎ大地」への

集積や、周辺の耕作者等へ借り手の探索を行った。 

また、農地中間管理機構を活用した利用権設定や売買も併せて推進した。 

(2) 耕作放棄地の解消 

耕作放棄地の発生防止や解消のため、管内３地区の班編成で農地パトロールを実施

し、多良木、黒肥地、久米地区毎の利用状況調査および意向調査を行った。 

また、遊休農地を農業委員会で借り受けて、トウモロコシやサツマイモ、コスモ

ス、ヒマワリ等を作付けし遊休農地の解消に努めた。 

サツマイモは町の祭りで焼き芋の販売を行う予定であったが、今年度も新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響で町の祭りが中止になったため、昨年度と同様に、町内の保

育園の園児達に収穫体験を行ってもらう等、地域への農業委員会活動をＰＲした。 

 

５ 取り組みの成果 

(1) 担い手への農地の集積・集約化 

   令和４年度末時点の担い手への農地の集積面積は、９７２．５ｈａと目標を達成で

きなかった。高齢化や後継者不足等で担い手が減少したことが要因と思われる。今後

も担い手への農地の集積・集約化に務めていく。 

(2) 耕作放棄地の解消 



    令和４年度の遊休農地の解消面積は、１．５ｈａと目標を達成したが、新規で増加

した遊休農地の面積が解消面積を上回り、全体面積が前年度より１．０ｈａ増加する

結果となった。高齢化や後継者不足等で担い手が減少したことが要因と思われる。今

後も遊休農地の解消に務めていく。 

 

【目標達成に向けた取り組み】 

     
［農地パトロールの様子］      ［委員による遊休農地解消の様子］ 

 

      
［作付けしたヒマワリの様子］      ［サツマイモ収穫体験の様子］ 

 

６ 課題と今後の方針等 

(1) 実質化した人・農地プランを実現していくため、再度地域での話し合いを実施する

予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、令和４年度は実施する

ことができなかった。来年度は新型コロナウイルスの感染状況を勘案しながら実施を

検討し、実質化した人・農地プランを実現していくため、町や県、ＪＡ等の関係機関

と連携し、これまで行ってきたことを継続しながら、農地の集積化・集約化を推進し

ていく。 

(2) 耕作放棄地の解消については、これからも引き続き遊休農地への作付けを行うこと

で農地を再生し、新たな借り手へ再生した農地のあっせんを行っていく。 

また、農地パトロールの適正な実施や耕作放棄地所有者等への個別訪問を行い、耕

作放棄地の解消・発生防止に努めていく。 

(3) 地籍調査が未了で農地の山林化が危惧され、町で行う農業振興地域整備計画の見直

しと併せて、再生困難な遊休農地の非農地化を進めていく。 


